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	旅費　　　　（　　　　　　160,000　　円）
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	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
【主な研究成果】
723℃の共晶組成のLiCl-KCl溶融塩中で電気化学的手法により、Al-3mass%Mg合金中からのMgの溶解挙動を明らかにし、アルミニウムの高純度化を目的としている。実験は、鈴鹿工業高等専門学校に設置した電気炉と電解実験装置を用いて行った。作用極としてAl-3mass%Mg合金を用いた。対極としてΦ3.00mm, 長さ5 cmのグラッシーカーボンを、参照極としてAg+/Ag電極を用いた。電気化学測定装置として北斗電工(株)HZ7000を用いた。また、電解後の試料をSEM-EDSを用いて元素濃度分析を行った。電位はすべてLi+/Liを基準として校正した。電気化学測定法であるリニアスウィープボルタンメトリーとサイクリックボルタンメトリーの結果から、Al合金からMgが溶出する電位が1.0～1.5 V範囲であることがわかった。この結果を踏まえて、1.00 V で15, 30, 45, 60minの定電位電解を行った．EDX分析の結果をTable 1に示す。Al-3mass%Mg合金中のMgの濃度が約3 massから1.58 %減少することがわかった。以上の結果から、適切な電位に保持した場合、Al合金中のMgの濃度を低減できることがわかった。
Table 1 Mass percent of Mg and Al after potentiostatic electrolysis at 1.00 V using Al-3mass%Mg.
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【今後の展望】
Al-3mass%Mgを陽極に用いて、不純物であるMgの濃度を低減することができた。今後は前年度に引き続き、Mg濃度低減の条件と、除去が難しいとされるAl合金中のCu、Si、FeのようなAlよりも貴な元素についても、分離できる条件を検討する予定である。また、実験温度や浴組成も変化させることを検討する。

【具体的な成果】
　●論文　現在ところ、無
　●学会発表　
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　●国際会議発表　現在ところ、無
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　●獲得外部資金　　　など　現在ところ、無。
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・記載欄が不足する場合は，適宜ページを追加してください。
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